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≪目的≫ 

 当院では平成24～28年の期間に7例のＬＤＬ吸着療法
を実施した。 
 
 今回閉塞性動脈硬化症（ＡＳＯ）が進展し、カテーテル
治療（ＥＶＴ）での血行再建が困難であった維持透析患
者に対してＬＤＬ吸着療法を実施し、症状及び検査データ
の改善が得られたので報告する。 



≪対象≫ 
80歳 男性 （透析歴9年） 
基礎疾患：腎硬化症 
  
      ～透析条件～ 
 

透析時間：4時間（3回/W） 
血液流量：２００ml/min 
透析膜  ：ＡＮ６９膜 
 

≪期間≫ 
平成28年3月～平成28年5月 



≪方法≫ 

・週１回透析後にＬＤＬ吸着療法を計１０回施行した。 
 （処理量：３，５Ｌ） 
 下記項目を1回目と10回目で比較検討した。 
 
    ①VASスケール 
    ②皮膚所見の比較検討 
    ③皮膚組織灌流圧（ＳＰＰ） 
    ④前後採血（ＬＤＬ-Ｃ、ＣＲＰ） 
                



ＬＤＬ吸着療法を施行した前後で、左下肢第1趾・第2趾の疼痛は 
VASスケールにおいて10→６となり冷感も改善した。 
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≪結果①≫ 



ＬＤＬ吸着療法  １回目 
左下肢第1趾付け根に水泡形成 

ＬＤＬ吸着療法  10回目 
浸出液なし 

足趾ならびに前腕の視触診では、色調の改善と皮膚温の上昇を感じた。 

≪結果②≫ 



ＬＤＬ吸着療法 1回目 ＬＤＬ吸着療法 ５回目 ＬＤＬ吸着療法 １０回目 

白色肉芽少なくなる 
良性肉芽増加傾向 

浸出液少量あり 
白色肉芽形成みられる 

白色肉芽消失 
良性肉芽のみとなる 

＊この間、創感染を防ぐ目的でフットケアは継続した。 
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≪結果③≫ 

両下肢（足底外側）にてSPPの値が有意に上昇した。 
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≪結果④≫ 
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約25％の減少 ０.５→０.３mg/㎗に低下 



≪考察≫ 

・補助療法としてのＬＤＬ吸着療法が、２か月間の短期的 
 な病変の改善に有用な可能性が示唆された。 
 
・ＬＤＬ吸着療法と併せてフットケア、栄養指導などの 
 総括的な取り組みが必要であると感じ、そのうえで反復的 
 なＬＤＬ吸着療法の実施が長期的な予後改善、悪化予防、 
 ＱＯＬに寄与できるものと考える。 



演題発表に関連し、開示すべきＣＯＩ関係に
ある企業などはありません 
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